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中
国
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

前
回
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
〇
〇
号
。
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

中
国
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
に
お
け
る
処
理
事
業
に
つ
い
て

（
一
）

平
成
一
一
年
度
か
ら
一
五
年
度
（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
三
）
ま
で
に
実
施
し
た
調
査
研
究
と
し
て
、
冷
凍
破
砕
・

水
ジ
ェ
ッ
ト
切
断
・
燃
焼
炉
爆
破
実
験
、
プ
ラ
ズ
マ
炉
の
実
剤
処
理
特
性
確
認
実
験
な
ど
、
数
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
実
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
た
め
の
調
査
研
究
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
年
を
費
や
し
て
も
実
処
理
が
決

定
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

「
答
弁
書
」
一
の
（
一
）
及
び
（
二
）
の
項
に
、
「
実
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
（
中
略
）
処
理
施
設
の
建
設
に
必

要
な
事
業
承
認
が
中
国
政
府
か
ら
得
ら
れ
て
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
承
認
申
請
を
行
っ
た
日
時
と
内

容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

ハ
ル
バ
嶺
以
外
の
四
万
四
千
発
の
化
学
砲
弾
処
理
事
業
に
つ
い
て

（
一
）

「
答
弁
書
」
二
の
（
三
）
の
文
中
で
「
今
後
入
札
に
よ
り
採
用
す
る
処
理
技
術
及
び
処
理
対
象
物
等
に
よ
っ
て
異

な
る
た
め
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
度
に
五

一



億
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
億
円
は
機
材
そ
の
も
の
の
価
格
で
あ
る
か
、
調
査
・
設
計
費
用

の
価
格
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
内
容
を
示
し
、
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

「
移
動
式
処
理
設
備
の
導
入
」
は
日
本
政
府
が
提
案
し
、
中
国
政
府
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
提
案
時
に
示
さ

れ
た
処
理
能
力
を
試
算
し
た
結
果
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

（
株
）
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
機
構
（
以
下
、
「
機
構
」
と
い
う
）
と
内
閣
府
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
担
当
室
に
つ
い
て

機
構
は
、
資
本
金
三
億
円
が
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大
手
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
全
額
出
資
、
遠
藤
博
之
社
長
が
元
Ｐ
Ｃ
Ｉ

専
務
取
締
役
と
い
う
Ｐ
Ｃ
Ｉ
関
連
会
社
で
あ
る
事
を
承
知
の
上
で
「
内
閣
府
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
担
当
室
の
補
助
者
と
し
て

の
役
割
」
を
遂
行
さ
せ
る
為
、
内
閣
府
が
設
立
さ
せ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

（
一
）

先
般
、
人
件
費
の
過
大
請
求
に
よ
る
特
別
背
任
容
疑
と
詐
欺
容
疑
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
前
社
長
と
機
構
の
遠
藤

博
之
社
長
他
数
名
が
新
た
に
逮
捕
さ
れ
、
今
月
さ
ら
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
受
注
工
作
に
よ
る
脱
税
容
疑
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
が
摘
発
さ
れ
、
元
社
長
ら
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ

ま
で
に
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
め
ぐ
る
不
正
取
引
で
国
際
協
力
機
構
か
ら
指
名
停
止
処
分
を
受
け
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
内

閣
府
は
あ
ろ
う
事
か
随
意
契
約
で
発
掘
回
収
事
業
に
関
わ
る
全
て
を
漫
然
と
機
構
に
丸
投
げ
し
て
き
た
。
こ
の
責
任

二



は
重
大
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
責
任
を
取
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
れ
ば
、
機
構
は
発
掘
回
収
事
業
か
ら
撤
退
、
内
閣
府
は
競
争
入
札
で
個
々
の
事
業
を
直
接
契

約
す
る
方
式
に
切
り
替
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
今
年
度
の
主
要
業
務
で
あ
る
処
理
施
設
設
計
で
は
三
回
に
渡
る
入

札
・
公
募
に
も
応
募
が
な
い
と
い
う
が
、
今
後
の
処
理
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、
計
画
を
具
体
的
に
示
さ

れ
た
い
。

四

被
害
者
へ
の
救
済
及
び
医
療
体
制
に
つ
い
て

（
一
）

「
答
弁
書
」
四
の
（
二
）
で
、
医
療
体
制
に
つ
い
て
「
日
中
間
で
調
査
及
び
協
議
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
を
調
査
し
、
協
議
し
て
き
た
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

裁
判
所
も
遺
棄
化
学
兵
器
に
よ
る
事
故
、
健
康
被
害
は
「
国
際
慣
習
法
な
ら
び
に
人
道
法
に
反
す
る
」
と
認
定
し

た
。
日
本
政
府
は
こ
の
機
会
に
人
道
的
な
立
場
で
「
正
義
と
公
正
」
を
も
と
に
早
急
に
救
済
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

五

遺
棄
し
た
場
所
の
特
定
、
発
掘
に
つ
い
て

（
一
）

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
「
遺
棄
化
学
兵
器
の
所
在
に
関
す
る
証
言
、
資
料
な
ど
十
分
な
証
拠
が
な
い
」
と
繰
り
返

三



す
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
日
本
軍
関
係
者
に
よ
る
「
黒
竜
江
省
チ
チ
ハ
ル
の
嫩
江
の
橋
か
ら
捨
て
た
」
と
の
証

言
や
「
チ
チ
ハ
ル
の
フ
ラ
ル
キ
に
捨
て
た
」
と
の
証
言
な
ど
、
複
数
の
信
頼
性
の
あ
る
証
言
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
対
し
、
調
査
な
ど
何
ら
か
の
対
応
を
と
っ
て
き
た
事
実
は
あ
る
か
、
ま
た
、
な
い
と
す

れ
ば
そ
れ
は
何
故
か
。
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
二
）

事
故
が
繰
り
返
さ
れ
る
前
に
発
掘
す
る
責
任
は
日
本
政
府
に
あ
る
。
今
回
の
四
川
大
地
震
の
よ
う
な
天
災
に
よ

り
、
遺
棄
化
学
兵
器
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
日
本
政
府
と
し
て
一
日
も
早
い
調
査
、

発
掘
回
収
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
責
任
あ
る
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

六

化
学
兵
器
禁
止
条
約
締
結
後
一
〇
年
を
経
て
も
一
発
の
実
処
理
も
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
際
条
約
に
よ
り
「
処
理
事
業

の
再
延
長
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
古
に
し
た
ら
日
本
は
国
際
的
な
信
用
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
再
延
長

し
た
二
〇
一
二
年
ま
で
の
五
年
間
で
終
了
す
べ
く
、
詳
細
な
年
次
計
画
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
既
に
計
画

が
固
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
概
要
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


